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カラー版をウェブで配信中 http://homepage.mac.com/hyam2/Climbing_Guide/

　Rock Newsは、クライマーの役に立つ、具

体的な岩場の情報をお伝えするために、編者の

気が向いたときに細々と発行しています。今号

は金峯山の「不動岩」をご紹介します。金峯山

へのアクセスについては本誌のNo. 1を、岩場・

ボルダーについてまとまった情報が必要な方

は、「日本100岩場」第5巻、および「Rock &

Snow」 No. 23（山と渓谷社）をご覧くださ

い。

　不動岩は金峯山の岩場で最初に開拓され、現

在でも一番多くのクライマーが集まる岩です。

鹿児島山岳会のメンバーによって数本のルート

が拓かれ、数年間の中断を経て黒稜会の米澤が

開拓に着手し、それに山本（筆者）が加わって

90年代後半までに

不動岩のほぼ全面

にルートが並びま

した。これと平行

して周辺の岩の開

拓も進み、登れそ

うな岩には全部

ルートが作られて

います。岩の名前

は開拓時に勝手に

つけたものです

が、ほぼ定着して

しまいました。
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　不動岩の西面（前ページの図）は二つのバンドで区切られた三面のフェイス（下から

C、B、A）と上部の緩傾斜面からできています。南面との境界は稜状になっていて「正

面カンテ：5.8」というルートがあります。Cフェイスの中央部は、開拓当時の我々の実

力ではホールドが全くなさそうに見え、登攀の対象外でした。小山田大さんがトップ

ロープで試みて「登れ

る」ことを示してくれた

後も、どうやったら登れ

るのか想像もつきません

でした。主な岩を登り尽

くしてしまった後にC

フェイスにボルトを設置

し、山本がトライを始め

て一年半かかって完成し

た の が 「 不 動 王 ：

5.12b/c（前ページの写

真）」です。その左の

「アイビークラック：

5.10a」を登るには、ク

ラックの角度に合わせて

身体を左右に振る動きが

必要です。それができなくて行き詰まる人が多い

ようです。CフェイスからB、Aフェイスをつなげ

て登るときは、ロープの流れが悪いのでT1テラ

スでピッチを区切るのがいいでしょう。

　南面には5.7から10aまでの比較的易しいルート

が並んでいます。一般に下から3分の1くらいの場

所の傾斜が強く、核心部もそのあたりにありま

す。上部は傾斜が緩く易しくなりますが、ボルト

間隔が遠いのと、まれに浮き石があるので気をつ

けてください。高度差は20m以上あり、途中でビ

レイを区切ってマルチピッチの練習もできます。

左の写真は「オールドマン：5.8」です。写って

いる人物のことではありません。ここには元々
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RCCタイプのボルトが打たれていました。全部

ステンレスのハンガーボルトに打ち替えたので

すが、核心部の古いボルトを撤去するとき、ハ

ンマーで一回叩いただけでポロリと落ちてし

まったことをいまだに忘れられません。それ以

前に、まさにそのボルトで墜落が止まった場面

を見たことがあるからです。南面中央部の

「フィンガークラック：5.8（右の写真）」と

「センタークラック：5.8」は、どちらもクラッ

クに沿って登るのですが、使うホールドは大部

分クラックの両側のフェイスにあります。その

右の「猫だまし：5.10b」は、3本目のボルト付

近が核心部で、そこで左右に迂回せずにまっす

ぐ登ろうとするとかなり難しくなります。南面

の中央右寄りにある複雑な形状のフェイスは最

近整備されて登れるようになりました（「ヒドゥンチムニー：5.7」など）。図にはあ

りませんが東面の7mのフェイスにも「アンダーホールド：5.10d」というルートがあり

ます。不動岩の頭に立つと、晴れていれば開聞岳、吹上浜、甑島などがよく見えます。

　不動岩は元々人気エリアだったこ

とに加えて、ボルダー課題が発表さ

れてからさらに多くのクライマーが

集まるようになりました。今号では

これから問題になる可能性がある駐

車の方法について検討しておきま

す。不動岩周辺には多いときには

10台くらいの車が集まることがあ

ります。ところが、安全に駐車でき

るのは、左図の「P」の位置の路側

帯に4台程度、①仁王岩の下の谷側

に1台（軽なら2台）で合計5－6台

にすぎません。次ページの最初の写真は、仁王岩の直下（画面左側）に1台、その谷側

にも1台駐車している状態です。通行するスペースは充分にありそうですが、その先は

左カーブになっていて対向車のようすがよく見えません。左側（山側）または両側に駐
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車するのは危険です。右側

の1台だけなら問題ないで

しょう。左中央の写真は仁

王岩から70m程北東に進ん

だところの路肩に駐車して

いる状態です。一見何の問

題もなさそうですが、反対

側から見ると路面の傾斜が

変わっているので、対向車

が来ていてもかなり接近し

ないと見えません（左下の

写真）。さらに、その先は

右カーブになっています。

最近、ここに数台が縦列駐

車していることがよくあり

ます。そうなると、大坂方

面に向かう車は右にはみ出

した状態で先が見えない右

カーブにさしかかることに

なるので大変危険です。

　金峯山の道路は、一般の

登山や神社の参拝にも使わ

れていて、田舎道の割には

交通量が多いようです。ク

ラブの行事などで多数の車が集まるときには、トラブルを避けるために神社入口（一の

嶽と三の嶽の間）にある広い駐車場の利用をお勧めします。
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スペシャルティコーヒーのカフェ・くらわんか

　〒891-0144 鹿児島市下福元町４７９４-３ Tel＆Fax: 099-261-3669

　日曜休業　土曜日は月三回営業（クライミングウォールあります）

　http://homepage.mac.com/hyam2/kurawanka/
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